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東北観光DMP活用事例報告
宮古ブルーツーリズム事業における

ＤＭＰ活用のリアルと課題

（一社）宮古観光文化交流協会　佐々木真琴2024年12月19日



一般社団法人 宮古観光文化交流協会とは・・・

地域DMO（2019年8月登録）
動態調査、地域ブランド商品開発運営、指定管理…



運営体制（従来の観光協会業務ではなく主にDMO業務に関わる者）

会長（宿泊事業者代表取締役、兼務）
専務理事（印刷業者代表取締役、兼務）
事務局長（元三鉄、市からの出向、専従）
データマーケティング担当（市議会議員、兼務）
職員3名（主にイベント業務、専従）
各種指定管理施設業務などの職員が他に約15名



今後の宮古市の観光振興の方向性、現状分析、戦略策定（3か年）

効果的かつ費用対効果が高い方法でのプロモーション、観光文化交流協会のHPに多言語ページの新設

既存イベントの磨き上げ、新規イベントの立案・実施により長期的な観光コンテンツの創出

閑散期に観光客を誘致するコンテンツ造成、実証実験を実施、今後の観光戦略の方針に活かす

クルーズ船やインバウンドに対応したガイド育成（市内の通訳案内士と連携し実施）

内部向けの勉強会実施、分析体制の構築、DMP、実地アンケートとの連携

観光庁  ブルーツーリズム事業
01 宮古地域観光戦略計画

02 イベント磨き上げ

06 効果的なプロモーション

03 体験コンテンツ造成

04 ガイド育成

05 データ分析



観光庁  ブルーツーリズム事業

既存イベントの磨き上げ、新規イベントの立案・実施により長期的な観光コンテンツの創出
02 イベント磨き上げ

地元の美味しい
ものを食べる

岩手の寿司屋
ランキング

３店舗が宮古
／5位中

ニーズ高い
R4：59.9％
R5：49.１％

動態調査食べログ

寿司月間・はしご寿司・居酒屋特集





観光庁  ブルーツーリズム事業

閑散期に観光客を誘致するコンテンツ造成、実証実験を実施、
今後の観光戦略の方針に活かす

03 体験コンテンツ造成

消費額増閑散期対策

8月以外
閑散期

浄土ヶ浜は
見て終わり

国立公園である浄土ヶ浜でサウナの実証実験



観光庁  ブルーツーリズム事業

クルーズ船やインバウンドに対応したガイド育成
（市内の通訳案内士と連携し実施）

04 ガイド育成

トレイルクルーズ船

寄港増↑ 岩手県沿岸
のハブ

ガイドニーズの高まり、地元人材の不足
活躍の場の整備（ランドオペレーターへの提案）

R６:８隻
R７:15隻程予定
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宮古観光文化交流協会のDMP活用状況（〜４月）

DMPの活用状況　：ライセンス料支払っているだけで誰も触れない。

動態調査 　　　　：調査のための調査になってしまっていた。

各種企画モノ　　 ：勘と経験とやりたいこと中心の企画。

[状況]

[理想] [現実]

今まで①

全職員がDMPを理解し、
誰でも見れる・触れるようになる

現時点では不可能。どんなデータが
見れるものなのかを把握すること。



宮古観光文化交流協会のDMP活用状況（４月〜11月）

DMPの活用状況　：実際のイベントを練習題材にし、データ活用の習慣化。

動態調査 　　　　：DMPで把握できないデータを計画的にとりにいく

各種企画モノ　　 ：DMPと実地アンケートを併用し
分析→仮説→実施→検証→改善する

[課題]

今まで②



[データマーケティング担当者] [担当者以外]

今、現在の宮古DMOの現実

「DMP等のデータ活用によってデ
ータに基づく仮説を立て実施検証
する、PDCAを継続して回していき
たい！」

「データ分析によるPLANを元に、
早いスパンで次のDOをしたいが、
連動できない・・」
【分析のための分析 化】

「データの通りやればその人が来るん
じゃなかったの？」という疑問
【あくまで仮説。繰り返しが必要であ
ると認識してもらえていない】

「データ分析はターゲット決めするた
めのものであり広告を打ったらもう終
わり！その時期はもうイベント当日の
準備で忙しいから手が回らない！」
【修正の需要性共通認識できていない】



昨年とアンケート紐付ける手段は一緒だったが、
イベント全体の流れが変わったことにより、

アンケート数は足りなかった。
【イベント全体の仕組みへの配慮が不十分だった】

[データマーケティング担当者] [担当者以外]

今、現在の宮古DMOの現実

「実地のアンケートは母数が必要
なので、昨年多く取れていた方法
と同様の方法でお願いしたい。」

「OK！昨年同様でいこう！」



今年度末までに目指したい姿

イベントをイベントで終わらせない
（イベントはあくまでフックであって、ゴールではない）



宿泊客
増やしたい
ねらい１

消費額
増やしたい
ねらい２

ファン
増やしたい
ねらい3

来訪者満足度
（大変満足層の向上）

目指したい姿（宮古毛ガニ祭り）



宮古の現在地



旅マエ 興味
関心

東北観光DMP 宮古DMO独自 その他
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宮古DMOでは、何のために、どこを見ているか？



宮古・久慈等沿岸エリアは内陸エリアと比べて宿泊が少ない（東北でも中位以下）

ENQ-05　東北旅行者向けアンケート調査 自由分析、2023年、東北地方で訪れた県の中で、宿泊した県と地名

出典：東北観光ＤＭＰ（東北旅行者向けアンケート調査 ）
世代別にみると３０代（ファミリー層含む）～６０代まで幅広く来訪している



宿泊の割合では、二戸・滝沢を抜いて、宮古市は７位である

GPS-27　市区町村別メッシュ集計自由分析、2024.1-2024.10岩手県への県外からの市別ランキング(構成比)

出典：東北観光ＤＭＰ（データ提供元：株式会社Agoop）

2024年の岩手県への県外からの来訪について宮古市は９位である



他の月をみてもイベント関連のページアクセスが多いことが分かる（観光スポット情報と比べて）

WEB-P11Web自由分析(GA4県別ぺージ流入),2024.9〜10,ページ名＝宮古、味覚祭り・9月ドリルダウン

出典：東北観光ＤＭＰ（データ提供元：岩手県観光HP／いわての旅）

「いわての旅」の宮古に関するページで2024年9月のアクセスは「宮古秋の味覚まつり」が最も多い



９月～２月はイベントを実施しているが影響が見えにくい

PAY-05　国内消費購買データ自由分析、2023.7～2024.6：宮古市の業種別消費額（構成比積上げ）

出典：東北観光ＤＭＰ　　　

宮古市におけるクレジット決済消費額は8月と5月が大きいことが分かる

3月が比較的多いが、人気の毛ガニまつりの影響があるのだろうか？
【注】イベント会場の消費や、市内の居酒屋などは現金決済が多いため実態が把握できない



居住地別でみると県内が７２％で１位、続いて宮城・青森・東京・秋田の順に多い

GPS-21　観光スポット別国内動態ダッシュボード,2024.2.17～2024.3.10（毛ガニまつりの前後）、宮古市

出典：東北観光ＤＭＰ（データ提供元：株式会社Agoop）

３/３の本番と２/２４のプレイベントの来訪が多いことが分かる（2/22-24は3連休）

この期間最も来訪が多いのは三陸鉄道駅で、まつり会場「道の駅みやこ」は３位



居住地別でみると県内が７７％と増え、続いて青森・宮城・秋田の順に多い

GPS-21　観光スポット別国内動態ダッシュボード,2024.2.17～2024.3.10（毛ガニまつりの前後）、宮古市

出典：東北観光ＤＭＰ（データ提供元：株式会社Agoop）

３/３の毛ガニまつり当日だけを見るとイベント会場である「道の駅みやこ」が１位に

【注】単日の場合データサ
ンプルが少ないので精度が
落ちることを踏まえてデー
タをよむ必要がある



居住地別でみると県内に続いて青森・秋田・宮城の順に多い

GPS-25　国内ＡＬＬメッシュ訪問分析,2024.3.3～2024.3.3（毛ガニまつり当日）、宮古市、会場1km

出典：東北観光ＤＭＰ（データ提供元：株式会社Agoop）

性年代でみるとイベント会場は宮古市全域と比べ比較的年齢層が高めであることがわかる



関東からの来訪は多くはないが、宿泊する割合は多いようである

GPS-23　観光地点動態データ自由分析（国内）,2024.3.3～2024.3.3、宮古市スポット、県外来訪

出典：東北観光ＤＭＰ（データ提供元：株式会社Agoop）

イベントへの来訪市区町村のうち、秋田市・青森市・十和田市・大仙市は宿泊のデータが見られた



★混雑解消は大きな課題、現場からも強い要望あり
★待ち時間が1番の消費ロスである
★毛ガニ祭りは相当な混雑状況で入場まで1時間以上かかる
★昨年までは宿泊した方には優先入場券を配布していた

【イベントプレミアムパスの配布※市内宿泊施設利用者のみ対象】　
８時30分から入場可、混雑前にゆっくり落ち着いて買い物できる
毛ガニの一本釣り参加券（予定）

【宮古毛ガニまつりバックグラウンドツアーの実施（検討中）】
入港から競り、店舗販売までのツアー
毛ガニまつり会場の視察も可能

【＋＠居酒屋特集や寿司サイトもこの段階では既に公開済み予定】
前泊、後泊を促す

宿泊客誘致企画



★イベント当日の来場を増やすことは会場キャパ的に不可。
★イベント当日のみで消費額を増やすことは大きくは不可、期間全体
での消費額増を考える必要がある。
★イベントも毛ガニ漁の状況によるので、保健的な意味合いも含む

【毛ガニ販売店で購入したお客様へ「仮ありがとうレター」】
毛ガニ祭りで食べたり購入した後の動線を準備。「美味しかったの
で親戚に送りたい」ときに購入できるよう、ショップカードを配
布する。
イベント終了後も約１ヶ月間、毛ガニ月間（毛ガニを率先して販
売するキャンペーン）を実施しているのでイベント後の消費額増
の仕掛け

旅アト需要創出



★例年、大人気コンテンツで2024年は約500人が抽選し、90人しか
体験できていない
★抽選の長蛇の列の解消も急務、不満につながる
★受け皿となるようなコンテンツ造成も必要

【毛ガニの一本釣りの充実、拡充】
活毛ガニを多く準備することは事業者的には可能。漁次第ではあ
るが、昨年より多めの準備を依頼。
お振る舞い的な身を切るコンテンツで、やればやるほど利益が落
ちるコンテンツだったが、値段感を大幅修正。2,000円→2,500
円〜3,000円予定（漁の様子にも係るので漁協等と慎重に相談）
子どもの部など、より楽しんでもらえる体制を構築予定

体験コンテンツ
の充実



データと現場を一緒に見る

東北観光DMP活用のススメ

DMPは万能じゃない
ローカルデータと一緒にお互いを補い合う。

時には、現地の体感にも耳を傾け
ビッグデータとローカルデータの両面から分析する。



みんなでより良いものにしていきたい

東北観光DMP活用のヨウボウ

・クレジットカード以外で消費を見る方法は何かないか
・リピーター傾向がわかるものはないか
・三陸沿岸の海外スポットが少ないので追加希望
・スポットの修正や追加の相談を気軽にしたい
・現地的には入っていてほしいスポットが入っていないことも
　多々・・要望手順知りたい！




